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「櫂（方言：えーく）は全員が同じ方向に向かえば、強く、速く進む。WUBの活動がそうなるよう願いをこめて…」　Bob, WUB Founder

　第12回WUB世界大会・ブラジル開催の

折、チャプター会議にて、第一代会長の仲

宗根ボブ氏、第二代会長、呉屋守將氏、第

三代会長、与那嶺真次氏に続き、第四代会

長にWUB沖縄顧問、牧志泰三氏の就任が

決まりました。新会長、牧志氏の要請により

WUBペルー前会長、赤嶺光弘氏と私、長嶺が補佐役として副

会長職を拝命いたしました。

　1997年ハワイにて創設者ボブ・仲宗根氏の努力により第1

回WUB世界大会を開催、以後1998年 第2回ブラジル大会、

1999年 第3回ロス・アンゼルス大会、2000年 第4回沖縄大

会、2001年 第 5回東京大会、2002年 第 6回ボリビア大会、

2003年 第7回ハワイ大会並びに第1回世界ウチナーンチュ会

議、2004年 第8回アルゼンチン大会、2005年 第9回大阪大会、

2006年 第10回ペルー大会、2007年、第11回上海大会、今年

の第12回ブラジル大会並びに第2回世界ウチナーンチュ会議、

毎年世界各地にてWUB世界大会が開催されましたが、世界

各地の沖縄移民関係の諸記念行事も一段落した機会に今後の

WUB活動のあり方について下記事項が確認されました。

●昨年確定済みの 2009年度第13回WUB世界大会をロス・

アンゼルスにての開催が再確認された。

●WUB創設者ボブ・仲宗根氏よりWUBインターナショナル

自身はビジネスをやる組織ではないので、名称をWUBネット

ワークに変更してより広い範囲のウチナーンチュの参加を募

りたいとの提案があり、承認された。但し、各WUBチャプ

ターの名称はそのまま継続する事も了承された。

●2009年以降のWUB世界大会を隔年で開催、その間の年

にチャプター会議を開き、興味のある一般会員の参加も歓迎

する。

　世界に住んでいるウチナーンチュの絆を強化し、ビジネス

チャンスを構築する思いは素晴らしいが、現実は単純ではない。

お金の介在するビジネスを立ち上げる以前に関係者の信頼関

係、共通の目標、思いが無ければ何事も上手くいかないのは当

然である。

　最も辛い例としてWUB東京設立当初、多数の会員がお互い

の人柄も良く知らない内にビジネスを立ち上げる話が盛り上

がり、出資、会社を設立する事に至ったが、取り扱う商品も決ま

らぬまま、二転三転した後、南米風レストランを開設しようと店

舗候補地を探すが中 ま々とまらず、時間が経過する内に出資者

メンバーの情熱も冷め、ビジネス展開の前にお互いの気持ちが

ばらばらになり、多数の出資者が脱退するという悲しい経験が

ある。

　WUB組織そのものは非営利団体であるが故、各地域の

WUB組織並びに世界のWUB組織を通して個人では得られな

い人脈、親睦、情報収集を深め、個 人々のビジネスチャンスを生

かす事に意義があると思う。

　WUBネットワーク設立後、初期の10年が経ち各地域の会員

との絆も深まったが、WUB組織全体としての情報蓄積がなさ

れていないのが現実である。この機会に事務局組織を強化し

て、少しでもWUB会員の皆さんの要望に応えられる様に、牧

志会長を中心に赤嶺副会長と共にお手伝いできればと願って

いる。

　2008年5月28日のWUB東京総会にて会

長を拝命いたしました。

　私がWUB東京に関わりを持って10年近

くになります。メンバーもかなり入れ替わり

ましたが、会の規模を維持しており、新規

に入会する会員も自然に続いています。会員

は多様であり、経営者、個人事業主、サラリーマン、年齢も

60代から20代までと幅が広いです。WUB東京でありながら、

沖縄やロサンゼルスにも会員がいます。

　これだけの会員が集まるWUB東京とは何が魅力なのでしょ

うか？WUBの特徴は「沖縄」、「国際」、「ビジネス」の3つで

す。先輩メンバーにとっては、東京や海外のうちなーんちゅと

のつながりが魅力なのだと思います。中堅メンバーには、沖縄

的な集いでありながら東京で身につけたビジネスプロトコルが

通用する気のおけない空間になっています。また、WUB東京は、

高校や大学を本土で過ごした若手のうちなーんちゅが多いのも

特徴です。過去のつながりをベースにした会ではなく、海外や

ビジネスというキーワードにより未来志向の組織になっている

ので若手も惹きつけるのだと思います。そして、これも東京の

特徴だと思いますが、沖縄が好きな他府県の方にも多数ご参

加いただいております。

　このように多様なメンバーがいますので、会への想いも様々

なものがあります。ビジネス活動に重きをおく人、海外に魅力

を感じている人、沖縄が大好きな人。多様性は会の活動を難

しくする面もありますが、私はこの多様性、ダイバシティこそが

世界のWUBの中でも東京の特徴であり、活力の源だと思って

います。異なった背景のメンバーでも、それぞれの力を発揮す

れば、ますます魅力的な会にしていくことができます。

　会長としては、まだまだ力不足かと思いますが、みんなが参

加して発展していく会にしていきたいと思っておりますので、よ

ろしくお願い申し上げます。

WUBネットワーク 副会長就任に当たって
WUB東京 名誉会長  長嶺 爲泰
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－－ブラジル大会報告－－

WUB東京 会長就任のご挨拶
WUB東京 会長  平良 智広



　8月22日（金）から31日（日）、ブラジ

ル・サンパウロで開催されたWUB世

界大会に平良会長、長嶺名誉会長他

7人で参加。10日の日程、往復4日は

機内・空港待機で現地滞在は正味6

日。この内、大会の行われたサンパウ

ロ市滞在は3日間。後はリオデジャネ

イロ2泊とイグアス1泊の観光でした。

1. 決定事項

　WUB関係会議・イベントは23日の

オープニング・パレード参加と24・25

両日に亘り行われたインターナショナ

ル会議やビジネスプレゼンテーション。

今回のWUB会議で決定した重要事項は以下の通りです。

①WUBインターナショナル会議議長が与那嶺真次WUBブラ

ジル会長から牧志泰三 元WUB沖縄会長に引継がれたこと。

②副会長が新設され長嶺WUB東京名誉会長と赤嶺 元WUB

ペルー会長が就任したこと。

③次回の世界大会開催地がWUB北

米のロスアンゼルスに決定。

④従来、毎年行われていた年１回の世

界大会開催が隔年で行われることに

なった。インターナショナル会議は

引き続き毎年開催。

⑤従来の「WUBインターナショナル会

議」を「WUBネットワーク会議」に

改称する。

　以上の決定事項で④の隔年開催はWUB東京はじめ他の支

部からも毎年提議されていた積年のテーマで、今回ようやく決

まったと言えます。

2. 「WUBインターナショナル」から「WUBネットワーク」へ

　「インターナショナル」から「ネットワーク」への改称は単に

名称変更だけでなく、その背景には発足以来論議されて来た

WUBのコンセプト問題があると思います。

　即ち、WUBのＢ、“Business”指向のコン

セプト変化。会員、支部相互のジョイントビジ

ネス立上げはマスコミや外部が期待、囃し立て

るほど容易ではないことを10年の体験から理

解したのが今回の改称背景にあったと思いま

す。その一つの証左が今回の名称変更と同時

にWUB投資株式会社の解散が議決されたこ

とです。

　時あたかも、我がWUB東京では平良新会長の下、相互理

解と信頼確立に基づくビジネス交流活動部会が立ち上がってい

ます。新生「WUBネットワーク」でもビジネス分野に限らず、広

く教育や学術面での人脈交流を掲げています。

3. 大会の印象

　大会二日目、アパレル、レストラン、香料、金具、バイオ燃料、

IT・SNS、WUB・NET等の事業紹介・プレゼンテーション

が行われました。ボランティア学生達の献身にも拘らず、説明

資料未整備や日・英・ポルトガル3ヶ国語の随時通訳がしばし

ば中断、講師の方々には申し訳ありませんでしたが、よく理解

出来ず残念でした。

　WUBは100周年記念大会と同時に開催された第2回世界ウ

チナーンチュ会議主催者としてブラジル県人会と並んで名を連
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第12回 WUB世界大会 ブラジル2008 参加報告
WUB東京 顧問  重田 辰弥

沖縄県人会移民100周年記念祝賀祭典 プログラム

●8月19日（木）
青少年交流（祭典諸行事が行われる場所での交流）

●8月22日（金）
20:00 ～22:30 慶祝団歓迎夕食会・サンバショー
 （ハッカ会館）

●8月23日（土）
12:00 ～18:00 昼食　前夜祭　パレード
 （ビラカロン地区アロウド広場）

●8月24日（日）
10:00 ～12:00 100周年記念式典（沖縄文化センター）
12:00 ～14:00 100周年記念祝賀昼食会（　　〃　　）
14:00 ～18:00 国際柔道大会（　　〃　　）
14:30 ～17:30 100周年記念祝賀芸能祭（　　〃　　）

●8月25日（月）
09:00 ～17:30 第12回 WUB世界大会（マクスードプラザホテル）
09:00 ～17:30 第2回世界ウチナーンチュ会議（　　〃　　）
14:00 ～17:30 女性フォーラム（　　〃　　）
08:00 ～17:00 国際ゲートボール大会
 （ビラカロン協友ゲートボール場）
14:00 ～20:00 空手道・古武道セミナー（沖縄県人会大サロン）

●8月26日（火）
10:00 ～ 国際ゴルフ大会（アルジャーカントリークラブ）

23日 前夜祭パレード

24日 WUB インタナショナル会議

24日 100周年記念式典
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ねていましたが、開会式典では特にWUBの紹介もなく正直、

影が薄かったと言わざるを得ません。大会初日のインターナ

ショナル会議室も二転三転、翌日の世界会議でも新任の平良

WUB東京会長はじめ出席各支部の紹介もなく心残りでした。

それは与那嶺WUBインターナショナル会長が全体の副委員長

や財務委員を兼任による多忙もあったと思いますが、会長をサ

ポートする体制が不十分な印象を受けました。

　また、大会プログラムに掲載された40名を

超すWUB慶祝団一行の名簿に我々WUB東

京の7人のメンバー名が記載されていないのも

残念に思いました。

4. ＷＵＢ東京の課題と特徴

　会場で他支部から東京の事務局長を問われ

“局長不在と次長3人”を回答したところの“連

絡は3人にするのですか？”と言われ、今後

の課題を感じました。

　こうした課題はあるもののWUB東京7人

のメンバーと共に出席した今回の世界大会、

長嶺WUBネットワーク副会長の就任、創設

10年3代目会長のスムースな承継と若手会員

の増強、ネット発信等 、々WUB東京が他に誇る特色を感じま

した。そして多くの旧知との出会いに新たな人脈を得て、時差

の疲れを凌ぐ達成感。またWUBに巡り合ったからこそ訪問出

来た、地球の反対側ブラジル訪問のチャンスに至福を感じま

した。最後に今回の旅行サポート頂いた㈱アンデスインターナ

ショナル社に感謝、長嶺社長以下社員の皆様、有り難う御座

いました。

WUB世界大会 ブラジル2008 フラッシュバック

●ブラジルと言えばサンバ！大
迫力です！大会前日、現地のサ
ンバチームが一気にムードを高
めてくれました。

■8月23日（土）

●ブラジル名物シェラスコです。ここ
ではお肉は主食です。合計4回食べ
ました。しばらくはお肉はいいです。

●シェラスコの合間は日本食で
かんぱ～い！やはり和食は胃が
落ち着きます。

●豪快！大会会場でなんと牛の丸
焼きです。さすがブラジル！全て
においてスケールが違います。

■8月24日（日）

●WUBビジネスプレゼンテーション。長
嶺さんの鋭い質問が！

●イグアスへ移動中のバスの中で亮介さん
のサプライズ誕生パーティ！22歳の亮介
さん感激の一瞬です。

■8月26日（火）

●パーティでは各支部の出し物が。わが東京か
らは、強力助っ人まなみちゃん登場！てぃんさ
ぐの花に一同聞き惚れてました。

●サンパウロ最後の夜は
WUBの打上げパーティ！
サウージ！サルー！乾杯！カ
リー！世界の言葉でかんぱ
～い！

●世界3大瀑布の一つイ
グアスの滝。水量はナイ
アガラの10倍です！とに
かく凄い、ド迫力！

●イグアスのご婦人とダンスを楽しむ佐和
田さん。うちなー男子、ノリの良さでは、
ラテンに負けていません！

■8月28日（木）

●マラカナン球場。ブラジル
最大のサッカー場でワールド
カップの時は 21万人入場！
ブラジルのスケールの大きさ
が分かりますね。

●リオデジャネーロのコパカバー
ナ海岸にて。世界的に有名なリゾー
トビーチにたたずむ美女－まなみ。

■8月25日（月）

●イグアスの滝をなんと体で感じるボート
ツアー！迫力満点でした。佐和田さんのカ
メラは水びたしになってしまいましたが。

■8月27日（水）

●ロナウド選手の足型です。他にジーコや懐
かしのペレも。サッカーファンにはたまらない
ですね～

●ブラジル最後の夜は、サンバショー
で有名な PLATAFORMAへ。途中、
各国の有名な歌が流れ、各国の観客
が壇上に上り一緒に歌を。上を向い
て歩こうが流れれば、当然、日本代表
で3名が熱唱！

25日 世界ウチナーンチュ会議
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FLOWERS & INTERIOR GREENOWERS & INTERIOR GREENFLOWERS & INTERIOR GREEN
株式会社 エーダイ・リアルティ

〒104-0061 東京都中央区銀座1-20-9 岡崎ビル1F　ＴＥＬ：０３-５６０５-１３１３

大切なお客様へのプレゼントやお部屋のインテリアに大切なお客様へのプレゼントやお部屋のインテリアに……大切なお客様へのプレゼントやお部屋のインテリアに…

≪贈答花・観葉植物の販売・リース≫ もやってます (^_^)

WUB東京会員 上原永大 携帯：090-2930-4925

自分をみつめて、そしてこれから…
ヴァイオリニスト　与那嶺 理香

　「沖縄を離れて初めての東

京一人暮らしをはじめたのが

3年前の春でした。なぜ東京

での生活がスタートしたかと

いうと、今から7～8 年ほど前

くらいに突然自分からヴァイ

オリンや音楽を除いたら何が

できる人間なんだろう？ そし

て音楽なしで生きる喜びを感

じられるのか？ 自分とはいっ

たい何だろう？ と深く考えた

時期がありました。その頃は

沖縄県立芸術大学大学院を修了し2年が過ぎたあたりで、同

大学音楽学部や琉球大学教育学部にて非常勤講師を勤めて

おり、琉球交響楽団コンサートミストレス、マザーアース、コ

ミュニケーションアートプロジェクト、グローイングプロジェク

ト、アンサンブル響、名護ジュニア・オーケストラ指導など人

材育成、演奏活動、演奏団体の発足、プロジェクトチームの

発足などをおこなっていました。

　日々の生活の中で自分を見つめる時間をうまくつくれなかっ

たせいか、自信喪失に陥ってる自分に気づき私がとった行動

は楽器を持たずに私を知る人がほとんどいない海外にいって

自分探しをしようと。行ったのはロサンゼルス！ 沖縄という土

地柄かアメリカは近すぎる存在の外国で、行ってみたいと思っ

たことがないのにアメリカのロサンゼルスを選びました。それ

は今思えば出会うべき人と出会う運命の選択だったのでしょ

うか。ロサンゼルスで出会ったウチナーンチュのおばあちゃん

はまわりの皆さんから先生と言われている方で（昔は看護婦

さんをしていたようでした）、私は彼女に沖縄からきた女の子

（まぁ今よりだいぶ若かったので）ということで仲良くしていた

だきました。移動するときなどは私がおばあちゃんの荷物を

持ったり、腕や肩を差し出しおばあちゃんが歩きやすいように

と私にしてみれば当たり前というか当たり前すぎて何とも思わ

ないことにおばあちゃんは誉めてくれて、おばあちゃんとのロ

サンゼルスとラスベガスでの楽しいひとときはあっというまに

過ぎ去り、翌年にハワイでの再会を約束しさよならしました。

そして翌年のハワイはヴァイオリンを背にし、マウイ島にある

県人会館やオアフ島でのホームパーティーで沖縄の音楽を演

奏する機会がありました。ホームパーティーの席では「今日は

沖縄の懐かしい音楽を聴けるとは思わなかった」と涙ぐむ老

夫婦がいました。ロサンゼルスで会ったおばあちゃんは私が

ヴァイオリン奏者であることをハワイで知り、私を呼んで言っ

た一言が「あんたはヴァイオリン弾く人なのにロサンゼルスで

は何やってるのかも言わず、私の荷物を持ったり私の手をひ

いてくれたりして！もう大変！手は大事にしなさい！あんたはも

～！」と、「も～」を牛以上にいいながら私に抱きついて私の

腕をいたわるようにさすってくれました。おばあちゃんにどうし

てヴァイオリン奏者であることを言わなかったのか理由（自分

探し）を話したら、言葉にせず最高の笑顔と力強い握手、そ

して温かく抱きしめてくれました。その瞬間に「ウチナーンチュ

で良かったぁ！それにやっぱり音楽最高！自分も最高！」って。

　一番私が見つけたかったものを発見できたので今度は技術

も自信につなげられるように学びたいと思い東京に行くことを

決め、家族に支えられながら東京生活がスタートしました。

海外での自分探しの中でWUBの大きな存在と数多くの活動

などに出会い、それがきっかけとなりWUB東京と出会いまし

た。東京ではNHK交響楽団や

新日本フィルハーモニー交響楽団

のエキストラとして1年を過ごし2

年目には新日本フィルハーモニー

交響楽団契約団員となり小澤征

爾さんをはじめ世界で活躍する

指揮者やソリスト、オーケストラ団員から多くのことを学ぶ事

ができました。現在の日本音楽をひっぱる久石讓さん、千住

明さんの作品を演奏する機会にも恵まれました。これからは

学んだことを沖縄でいかして、音楽を通して私ができることを

やっていきたいと考えてます。

　沖縄には沖縄だけで成り立つだけの財源や資源はありませ

ん。しかしダイヤモンドの原石とも言える才能溢れる人材はた

くさんいます！しかし原石を磨くにも時間や経済的なことが必

要不可欠と私は考えています。そのためには島国の発想だけ

でなく大陸文化の発想を取り入れての文化芸術活動やビジネ

ス展開が必要だと考えてます。

　現在、沖縄での音楽ビジネスはある特定のジャンルのみが

 会員ビジネス紹介 与那嶺 理香／花城 可雅／三島 康裕 
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取り上げされているようにみえますが、音楽ビジネスに必要な

マネジメントなどの重要な質の良いバックヤード側の充実が求

められますと同時に人材育成など、需要供給のどちらも基盤

から見つめ直しが必要で今の大変な時期だからこそ、しっか

りと難儀をして作るべきものを作っていく必要があると思いま

す。私の今現在の知識、体力などで、これからの沖縄におい

て必要なことの何ができるのかをじっくりと模索しながら、私

ができる小さなことを少しずつでもやってみようと考えてます。

　まず 10月から那覇市内にあります「てんぶす那覇」にて月

に一度、1歳以上を対象に情操教育プログラムの「ゆんたく

音もだち」をスタートしまし

た。子どもたちに音楽鑑賞

と朗読、ちょっとした工作を

五感を使って味わってもらい

ながらの学びクラスです。ま

た子どもが一番のお手本と

なる大人のクラスは「大人の

ためのCafe Premium」とい

う日曜の午後のほんのひとときだけを毎月テーマにそった音

楽やお話しとおやつ＆お茶をいただきながら過ごす内容の

月一の公演をスタートしました。琉球交響楽団は12月18日

に沖縄コンベンションセンターで

CHAGE&ASKAのASKAさんと

シンフォニックコンサートをおこな

い、来年の3月20日には琉球交

響楽団第15回定期公演（浦添／

てだこホール）で指揮者に琉球交

響楽団ミュージックアドバイザー

の大友直人、私はソリストとしてヴァイオリン協奏曲を演奏す

ることが決まっています。

　いずれは沖縄の短い春や秋の心地よい時期に琉球交響楽

団による音楽祭（野外）を開催し世界のベスト5に入る公演を

やってみたいと考えています。音楽祭に世界で活躍するソリス

トや指揮者をゲストに迎えて音楽祭を開催することにより地元

のこれからを担う人材が世界レベルの技術を体感する場をつ

くり、またこの企画を観光産業としてもいかせるのではないか

と考えてます。

　話せばまだまだ夢がありすぎて「えーく」全ページにも収ま

らないかも（笑）。ここではまだ発表できないビックリ公演の企

画も盛りだくさんです。今年の夏から自宅を沖縄に移し、月の

半分ずつを沖縄と東京で過ごしております。WUB東京のゆ

んたく会でいつの日か皆さんと夢についてゆんたくできること

を目標のひとつに、これからもダイエットに励みながら健康第

一にチバッてまいります！

はなしろ小児科医院
院長　花城 可雅

　会員の皆様お元気ですか。在沖縄会員で、沖縄市で小児

科医院を開業している花城可雅です。なかなか時間が取れず

定例会や懇親会等参加できず申し訳なく思っています。暫く

ご無沙汰の間、会長も重田氏から長嶺氏そして平良氏へと受

け継がれ、WUBインターナショナルの活動指針がビジネス

のみではなく、医療や法曹、学究の世界へもネットワークを延

ばそうとする動きが出てきている様子。今後は私の分野でも

WUBに貢献できものと期待しています。

　さて、私事で恐縮ですが、現在コザの“街づくり”に関わ

りながらアフターファイブを楽しく過しています。かつてコザ

には“紫”や“コンディショングリーン”など一世を風靡した伝

説のロックバンドがありました。現在でもハードロックを演奏

するライブハウスが10軒以上あり週末には満席で賑いロック

の街コザの面影が残っています。昨年7月、ゴヤ十字路に面

する一角にコザミュージックタウンが竣工しました。以来、そ

れを核に、音楽の街コザをエイサーなどと並んで地域ブラン

ドのひとつとして観光産業の商品として売り出しています。

　最近有志らと共に手がけているのが、ミュージックタウン

3F“音市場”で行うライブコンサートの企画・製作・運営です。

今年4月26日、16年前カーネギーホールでのコンサートを成

功させた“筑豊のビートルズ”ことザ・フライング・エレファン

ツを呼び沖縄初公演を行いました。島中から往年のビートル

ズファンが集い大成功に終わりました。好評を受けて、12月5 

日（金）ヤンバルクイナ保護活動支援コンサート、ザ・フライン

グ・エレファンツ、ライブインコザ VOL.2 ～筑豊のビートルズ、

ジョン・レノンに捧げる～と題して、再公演を企画しています（開

場18時、開演19時、前売￥3,500、当日￥4,000）。今回は在

沖縄会員の高宮城徹夫氏をゲストに招き、氏がビートルズの

名曲の中から数曲をクラシック風に編曲して、琉球交響楽団

の仲間たちと弦楽カルテットで演奏します。在沖縄会員で関

心をお持ちの方は私までご一報下さい。

　WUBと言えば、今年4月、“街づくり”の視察のため訪れ

た愛媛県松山市で、偶然にも愛媛県総務部長（当時）の重責

に居られた読谷山氏にお会いし、初対面にもかかわらず親し

くお話する機会をえて視察メンバー皆喜んだことを思い出しま

す。これも、WUB東京のご利益と有難く思っています。氏は

本省にお戻りになられ、“地方の商店街等の街づくり”に関す

るプロジェクトを担当されていると伺っています。今後とも貴重

なアドバイスを頂戴できれば幸いです。本紙面をお借りして感

謝とご活躍を祈念しています。最後に会員の皆様のご活躍を

願ってやみませんと同時に、再会を心からお待ちしています。

ニームその後と課題〈昭和生化学株式会社〉　
代表取締役　三島　康裕

　私は、以前「えーく」の誌面にミラクルツリーと呼ばれるイ

ンド原産のニームについて紹介の機会を頂いたことがあった、

沖縄でニームを育てる事をご記憶の方もあるだろうか？

　その当時に比べると現在はニームの知名度は確実に上がっ
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代表取締役会長　重 田 辰 弥

ている、ニームの種子を絞ったオイルを農業資材として防虫や

忌避に使うのだが、最近は農事団体や薬品会社からも有効

成分のアザデラクティンを原料に使いたいという問い合わせ

が増えた。

　私が沖縄にニームを植えたいと思ったのは、沖縄の気候が

ニームの産地であるインドに良く似ている事で、ニームを原料

とした沖縄県産品を世に出せたらという想いからだった。当

初、ニーム研究協会を沖縄で立ち上げ、ニームを詳しく理解

して貰う為に大きな講演会や、小さな説明会を開いたり、苗

木を配ったりと少ない滞在期間をフル活動することから始まっ

た。その後、甚だ不本意な事に私が体調を崩し長期療養を

余儀なくされた為、活動が停滞してしまったが、ニームは少し

ずつ確実に沖縄で普及しているように見える。 　沖縄では量販店の植木売り場、花卉店でも見かけるように

なった、人々にも普通の見慣れた植物となる日も近いかもしれ

ない。そんな事から沖縄にニームの林が出来て、実や葉等か

らはそれぞれの違った有効成分が摂れることから、その製品

が地場産業として盛んになる日が近い将来来るのではないか

と再び夢見ている。しかし最近のニーム環境には課題もあっ

て、「ニーム一鉢を部屋に置くだけで虫が来ない」等と誤った

説明があったり、海外製品のニームオイルを使ったところ農作

物にニームには本来存在しない化学物質が残留していた事が

わかり、知らずに使った農家が大打撃を受けた等、私たちが

困惑する出来事が起きているのも事実である。一部の心無い

業者の為に、折角優れた性質を持ちながら評価を曲げられる

ことは非常に残念である。これ等に如何に対応して行くかは、

これからの課題であるだろう。



《11月》21～22日／一ノ矢さん1000回取り組み

達成＆引退報道。1000回以上も土俵で対戦相手を

見つめ続けた、相撲一筋の一ノ矢さん。引退後は、

高砂部屋マネージャーとなり、引き続き大相撲を支

えます。

28日／理事会。沖縄ツーリスト東京支店会議室に

て。忘年会の打ち合わせ。

《12月》1日／ WUB東京会報誌えーく7号発行。会員みなさ

んのご協力の賜物です。

12日／忘年会。有楽町ラ・ス

テラにて。芸達者な会員の余興

で盛り上がりました。

24日／蝋山由美さんご逝去。

2008年《1月》18日／第１

回首都圏沖縄企業関係者“新

春の集い 2008”。関東沖縄

経営者協会、WUB東京、関

東沖縄 IT協議会、琉球大学

同窓会と沖縄関連団体初共

催の新春の集いでした。約150名の方々が参加し、盛会となり

ました。

19日／理事会。東京沖縄県

人会・関東沖縄経営者協会

事務所にて集合。有楽町銀

座インズいいあんべーへ移

動。

30日／ITグループ「バーチャ

ル事務室G6ミーティング」。市川市本八幡にて。

《2月》2日／一ノ矢さんおめでと

う！！今後は最愛の奥様だけを見

つめ続けていきます。

5日／畠山穣会員の情熱に動か

され、HP 改革始まる。

23日／理事会。有楽町銀座インズいいあんべー。

《3月》5日／重田顧問著書「おきなわ就活塾」出版記念会。チ

サンホテル浜松町。

8日／ WUBハワイのウェブマスター、ダニエル知念さん上京

歓迎懇親会。

15日／蝋山由美さんを偲ぶ会。

東海大学校友会館。

昨年12月に急逝された由美さ

んを、会員、ニライ会、イナンナ、

その他ご友人の皆さんと偲びま

した。皆さんとともに、在りし日の彼女を語り、どれほど愛さ

れ慕われていたか、また改めて失った存在の大きさを実感する

会となりました。由美さんのご冥福を心からお祈りしています。

22日／理事会。有楽町銀座インズいいあんべー。新年度に向

けての話し合いです。

《4月》23日／理事会。沖縄ツー

リスト会議室。総会準備。

26日／與那嶺理香さんプロ

デュース「琉球エスプリ～沖縄か

らの贈り物」ラ ミュゼ de ケヤキ

（新宿）にて。会場は、都心とは思えない木々に囲ま

れた個人の洋館で、理香さんが三日かけて用意した

ラフテーをつまみ、泡盛を飲み、参加者は、思い思

いの場所でサロンから聞こえてくる演奏を楽しみま

した。夢のような春の夜でした。

《5月》14日／臨時理事会。沖縄ツーリスト会議室。

総会まで大詰めです。

28日／総会。平良新会長誕

生!

《6月》8日／事務局引継ぎ

作業。三島理事オフィスにて。

作業、お疲れ様でした！

11日／ロバート・仲宗根WUB

ファウンダー歓迎懇親会。ロ

バートさんはこの10年、WUB

ネットワーク形成に奔走されま

した。まさにWUB legend、

伝説の人です。

28日／理事会。鶴見のラ・エスタンシアにて。平良アドミニス

トレーション発足後初の理事会を開催。南米料理で英気を養い

ました。

《7月》13日／ヘルシー居酒

屋おきなわ亭三周年記念パー

ティー。横浜駅西口にある、下

里理事のお店「ヘルシー居酒屋

おきなわ亭」がオープン三周年を迎えました。私たちWUBファ

ミリーもご招待を受け、一緒にお祝いしました。パーティー終了

後、待ちかねたようにお客様が入りだし、お店の人気と定着ぶ

りを実感です！

21～27日／美崎太洋さん個展。

銀座アートスペースにて。太洋さん

の力強い作品に魅了されました。

24日／在沖メンバー交流会 in 沖

縄。大城副会長、屋良理事、上原理事、国吉理事、WUBハワ

イのダニエル知念さんとビジネス

検討会＆ゆんたく会。泡盛を飲み

ながら、泡盛の将来を熱く語る大

城副会長。泡盛消費量アップは自

ら実践あるのみ！

26日／第三回 WUB YUNTAKU会。昨年から継続開催の

YUNTAKU会。WUB東京らしい雰囲気で盛り上がりました。

《8月》23～25日／WUB世界大会 in Brazil。ブラジル移民

百周年記念式典、世界ウチナーンチュ会議と同時開催。世界大

会理事会において、長嶺為泰WUB東京 名誉会長が、WUBネッ

トワーク副会長に任命されました。

《9月》20日／理事会・ビジネス検討会・ビジネスプレゼン。若

夏荘。佐々木会員は、現在沖

縄を舞台にした本の映画化の

実現に向けて取り組み中。熱

い思いが伝わりました。多く

の出席者の皆さんと懇親会で

盛り上がりました。

WUB東京
フラッシュバック
〈07年11月～08年10月〉
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■新入会員紹介   （2008年 10月末日現在）

・小那覇 安剛（おなは やすたけ）　

1965年、コザ市生まれの43歳です。

2006年1月に琉球新報東京支社報

道部に配属されました。07年春に

WUB東京に入会したものの、なかなか活動に参加

できず、記者として年1度の総会を紙面で報じる程

度にとどまっています。那覇の本社在勤中は「世界のウチナー

ンチュ大会」やWUBの活動に関連した特集紙面をつくったり、

南米出張では県出身者やその家族からお話をうかがったことも

あります。わずかばかりの経験を踏まえ、WUBの中で何がで

きるのか思案中です。まだまだ及第点を取れない会員ですが、

よろしくお願いします。

・ 蝋山 圭一（ろうやま けいいち）　WUB会員だった妻を昨年

亡くし、改めて私がWUBに入会いたしました。

3月には妻由美の偲ぶ会をWUB主催で催して

いただき、多くの方々にお集まりいただき、たい

へん感謝しております。私の生まれは群馬県で

すが、沖縄は第二の故郷と思っています。（有）ビプロは、グラ

フィックデザインの会社で、マークロゴタイプ・各種印刷物・パッ

ケージ・Web・イベントブースなど、広告に関連したことなら

何でもやって、20年になります。近ごろは面白い仕事が減って

きて、退屈しています。楽しいことなら仕事でも遊びでも、何

でも相談に乗ります。よろしくお願いします。

・ 大橋 茂博（おおはし しげひろ）　NTTグルー

プ会社のシステム開発子会社で部門の総括業務

を行ってます。この度、高宮城様のご紹介で入

会させていただきました。出身は熊本県ですが、

東京、大阪、名古屋と色々回り東京に戻って20年近くなります。

沖縄とのつながりは、1991年及び 2004年の2度にわたり延べ

約4年間国際協力機構の沖縄国際センターにお世話になり、そ

こでの沖縄生活が忘れられなくて、なにか沖縄のお役に立て

たらと思い入会しました。よろしくお願いします。

・ 根間 香織（ねま かおり）　宮古島出身です。異文化に触れた

い！広い世界を見たい！という想いで客室乗務

員になり各地を飛び回る中、遠い国の小さな村

で沖縄のおじー、おばーと出会い、驚きでよくよ

く周りを見ると世界中に広がるウチナーンチュ

と、深く根付く沖縄の文化を知ることが出来ました。沖縄って

すごい!! と素直に感動しました。ウチナーンチュであることに

誇りを持ち『あららがま精神』でがんばります。よろしくお願い

いたします。

・ 吉田 浩一（よしだ ひろかず）　会社の仲間で

ある根間（モシュケリ）さんのご紹介で、ご縁を

戴き参加させていただく事になりました。生ま

れは滋賀県彦根市ですが、母の出身が沖永良

部である事、前彦根市長夫人が尚家ご出身である事から沖縄

には大いなる縁を感じます。郷土のため、日本のために役に立

つ男になるよう日々精進する所存でございますので、ご指導宜

しくお願いします。

・ 稲嶺 幸弘（いなみね ゆきひろ）　沖縄タイムス東京支社で編

集部長をしています。宜野湾市出身で普天間高

校卒。今年三月から東京勤務となり、毎朝の通

勤地獄にもようやく慣れてきました。長嶺名誉会

長にお声を掛けていただき入会しました。何度

かＷＵＢの会合（＝飲み会）に参加して感じるのは、

メンバーの皆さんがいずれもユニークで楽しい方ば

かりということ。アイディアや元気をもらったり、人

を紹介していただいたりと、「人の輪」が広がって

います。酒席は三度のメシより好きなので、飲み会

があればお声をかけて下さい。今後ともよろしくお

願いします。

■WUB東京ビジネス検討会進捗状況報告
WUB東京では、現在までに 2008年7月16日（土）と9月20日（土）

の2回、ビジネス検討会を開催した。

進め方として、①BS（ブレーンストーミング）によるテーマ候補列挙、

②テーマの検討→FS（フィジビリティスタディ）、③テーマの決定、

④アクションプランの作成、⑤アクションプランの実行（場合によ

り幾つかのWGに分けて実行する。）の手順が合意されている。

また、検討会を進めるに当たっての基本的な考え方として、以下

の4項目が申し合わされている。

　１. 自分の属する会社の仕事を獲得する訳ではない。

　２. WUB東京会員の有志によるビジネスを行なう。

　３. 皆のスキルを持ち寄り、WUB東京としてビジネスを行なう。

　４. 強制はしない。

これまでの経緯として、2回に亘って、テーマ候補を列挙しテーマ

の検討を行ない、ビジネスの種類として、①インターネットによる

ビジネス、②環境関連ビジネス、③健康関連ビジネスの候補が

挙がっているが、今のところ、テーマの絞り込みには至っていない。

年内にもう1回、検討会を開催し、FSを行なうテーマを決定したい。

■編集後記
前7号の発行がスムーズだったという記憶の所為

か、今回のえーく8号については、皆のんびり構え

ていて、ブラジルで世界大会が行なわれる頃になっ

ても、編集委員会が発足していなかった。

慣例になった12月1日の発行日が近づく中で、さすがに堪り兼ね

て、9月20日の理事会の後、編集会議を強行した。昨年同様、

MindManagerのお世話になって議事を運び、執筆者、広告依頼

先、依頼・回収者、責任者を選出し、スケジュールも前号とほぼ

同様の日程で決定した。

その後、執筆依頼漏れや辞退の連絡が入ったりして若干の紆余

曲折はあったが、ほぼ予定通りの進捗で発行に漕ぎ着けることが

できた。これも、偏に皆様方のご協力の賜と、感謝の気持ちで編

集後記を擱筆し、ほっとしている。（小畑）

会員の皆様からの近況報告やイベントや商品等の告知、ご意
見等をお待ちいたしております。どしどしお寄せください。
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